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【動機】

振動反応には、BZ反応とBR反応が有名である。ヨウ素酸塩KIO3を用いるBR反応ではMn（Ⅱ）イ
オンが使われることが多いが、Ce(Ⅲ)イオンも使用できることがわかっている。振動反応であま
りよくわかっていない誘導時間に焦点をあて研究した。 誘導時間がKIO3に不純物として微量に含
まれているKIの濃度に関係すると考えた。溶液混合時と振動開始時のI-
の濃度の注目し、誘導時間の関係について調べた。

【方法】

KIO3試薬中のKIの不純物を調べるために、ヨウ化物イオン選択性電極と参照電極Ag/AgClで起電
力を測定した。KIを添加して誘導時間の変化を測定した。さらに、過酸化水素、ヨウ素酸カリウ
ム、マロン酸の濃度を変化させ、ヨウ化物イオン選択性電極と参照電極Ag/AgClで振動の様子を測
定した。シミュレーションにより、過酸化水素の濃度を変化させ、なぜ誘導時間が変化するか計
算した。

【結果】

KIO3水溶液のヨウ化物イオン選択性電極（参照電極Ag/AgCl）の起電力は約150 mVであった。KI
を添加すると、誘導時間が短くなった。H2O2、KIO3の濃度を大きくすると、誘導時間は短くな
った。誘導時間の逆数がH2O2の濃度に比例した。マロン酸の濃度が0.010 mol/Lまでは変化しな
かった。シミュレーションにより、中間体も含めたすべての化学種の時間変化を調べることがで
きた。H2O2の濃度を大きくすると、誘導時間が短くなる様子を、HOIやI-
の変化から解析できた。

【まとめ】

KIO3試薬中に不純物としてIーが約10-6 ％程度存在するので、振動反応が開始することがわかっ
た。誘導時間はI－の濃度が大きいと短くなることがわかった。シミュレーションの計算結果から
、H2O2の濃度を大きくすると、HOIの減少速度が大きくなり、HOIの濃度とI-の濃度が大きいと
ころで、振動が開始し、誘導時間が短くなることがわかった。HOIの減少速度がH２O2の濃度に
比例するため、誘導時間が短くなることがわかった。



【展望】

KIO3やマロン酸の濃度変化による、誘導時間、振動開始時のI-の濃度、HOIの減少速度、振動開始
時のHOIの濃度について、シミュレーションで明確な説明ができるようにしたい。
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